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神は何人の預言者たちを人類に遣わされたのでしょうか？私たちに明確にされているのは、
神が諸使徒を全ての民族・国家に遣わされたというクルアーンの記述だけです。そしてこれは
神の根本的規則として、かれが人々に対して何をするべきで、何をしてはならないというこ
とを明確にしない限り、人々はその責任を問われないためです。クルアーンは25人の諸預言者の名
を挙げ、預言者ムハンマド（彼に神の称賛あれ）に対してそれ以外の知らされなかった他者の
存在を示しています。これら25人の中にはノア、アブラハム、モーゼ、イエス、そして
ムハンマド（彼らに神の称賛あれ）らが含まれます。またこれら五人は、神の諸使徒の中
でも最も偉大とされる者たちです。彼らは‘決然とした’預言者たちと呼ばれています。

イスラームにおける預言者性への信念に関する傑出した側面とは、ムスリムが神の全ての使徒に対
し、区別なく敬意を払っているということです。全預言者は同じ唯一の神から遣わされたの
であり、人類を神へと導くという共通の目的を持っています。それゆえ彼らへの信念は重
要であり、論理的でもあるのです。一部の預言者を認め、その他の者たちを否定するという
考えは、預言者の役割への誤解、または人種的偏見が原因となっています。ムスリムは世界で
唯一、全預言者への信念を、信仰箇条として定められている人々なのです。例えばユダヤ
教徒はイエスとムハンマド（彼らの神の平安あれ）を拒否し、キリスト教徒はムハン
マド（彼に神の称賛あれ）を拒否していますが、ムスリムは彼ら全員を人類に導きをもたらし
た神の諸使徒であると認めます。ただしムハンマド（彼に神の称賛あれ）以前の諸預言者が神か
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らもたらした啓示は、人々によって様々な形で改竄されてしまっているのです。

神の全ての預言者に対する信念は、クルアーンの中でムスリムたちに命じられています：

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????”???????:

????

またクルアーンは次の節においてムスリムに対し、これこそが真実であり、偏見のない信念であ
ると述べています。もし同様の信念を有する民が他にも存在するとすれば、彼らは正し
い道に従っていると言えます。しかしもしそうでなければ、彼らは自分たちの気まぐれな
考えと偏見に満ちた道に従っているのであり、神は彼らにそれにふさわしい対処をされるでしょ
う：

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????????????????????”?????? 2:????????

預言者性に関しては、最低限二つの点が明確にされなければなりません。この二点とは、イ
エスとムハンマド（彼らに神の平安あれ）の預言者としての役割に関するものであり、非
常によく誤解されているものです。

クルアーンではイエスの‘神性’と‘神の子’という概念を確固として否定し、彼を偉大な
る神の預言者の一人として紹介しています。クルアーンは、イエスが父の存在なくして誕生し
たことは彼が神の子である理由とはならず、そのことに関して両親の存在なしに創造されたア
ダムの話を引用しています：

“??????????????????????????????????????????????????????????????????????????”??????
?:???

他の諸預言者と同じように、イエスは奇跡を起こしました。例えば彼は死者を蘇らせ、盲目と癩
病を治癒しましたが、これらの奇跡を起こす際、彼はそれらが全て神によるものであると常
に明言したのです。イエス（彼に神の平安あれ）の性格と使命に関する誤解が彼の追従者た
ちに広まったのは、彼が説いた神の教えが彼の存命中には記録されなかったからです。実際に記録が始



められたのは、彼の死後約100年経ってからのことでした。クルアーンでは彼がイスラエルの子孫
に遣わされ、モーゼ（彼に神の平安あれ）に啓示されたトーラーの有効性を確認し、彼の後に来る最後の
使徒に関する吉報を伝えたとされています。

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????????????????????????????”????????:??

（アハマドとは預言者ムハンマドの名前の一つです。）

しかしながら大半のユダヤ教徒たちは、彼を拒絶しました。彼らは彼の命を脅かし、彼ら
の見解によれば、彼を十字架にはりつけにしたのです。しかしクルアーンはこの見解を論駁し、
彼らは彼を殺したのでもはりつけにしたのでもなく、神によって天に召されたのである
、としています。クルアーンの一節ではイエスは再び地上に戻り、全てのキリスト教徒とユ
ダヤ教徒は彼が死ぬ前には彼を信じることになる、としています。この事実は同様に、預言
者ムハンマド（彼に神の称賛あれ）の言葉においても報告されています。

神の最後の預言者ムハンマドは、西暦六世紀のアラビア半島において誕生しました。彼が40歳の時まで
には、マッカの人々は彼を卓越した人格と品行の持ち主であると認め、彼を‘アル＝ア
ミーン’（信頼高き人）と呼びました。彼は彼自身が預言者となり、神の啓示を授かる者にな
るとは思ってもいませんでした。彼はマッカの偶像崇拝者たちに対し、唯一の神の崇拝と、
彼（ムハンマド、彼に神の称賛あれ）の預言者性を認めるよう、呼びかけ始めました。彼に
下された啓示は、彼の存命中に教友たちが記憶すると同時に、ヤシの葉や動物の皮などに筆録されまし
た。従って今日存在しているクルアーンは彼に啓示されたそのままの形を保っており、一文
字たりとも変えられておらず、更に神は御自身でその保護を保障されているのです。そし
てクルアーンは全時代の全人類を導く書であり、ムハンマド（彼に神の称賛あれ）が神の最後の預言者
である、と宣言しているのです。
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